
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前方部分と、後方部分と、前記前方部分と前記後方部分との間に配置されスノーボード
に装着できるように構成された中央装着領域を有する中央部分とを含み、前記前方部分と
前記後方部分との間に長手方向軸を有するベース部材と、
　前記ベース部材の前記前方部分に連結され、スノーボードブーツの前方クリートが係合
可能な前方ビンディング部材と、
　前記ベース部材の前記後方部分に連結され、スノーボードブーツの後方クリートが係合
可能な後方ビンディング部材と、
　前記ベース部材の前記前方部分から上向きに延びて設けられ、前記前方ビンディング部
材を横方向に支持する前方当接部分と、
　前記ベース部材の前記後方部分から上向きに延びて設けられ、前記後方ビンディング部
材を横方向に支持する後方当接部分と、
を含み、
　前記前方ビンディング部材は、前記ベース部材の下面に装着される前方装着プレート

を有し、
　前記ベース部材の下面で前記前方装着プレートが装着される部分には、前記前方装着プ
レートの周囲面と同じ周囲形状を有し前記前方装着プレートが移動不能に嵌め込まれる前
方凹部が形成されて
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と
、前記前方装着プレートから上方に延びる前方ビンディングプレートと、前記前方ビンデ
ィングプレート前端部分においてさらに上方に延びる前方爪と、

おり、



スノーボードビンディング。
【請求項２】
　前記前方当接部分および後方当接部分が単一部材として前記ベース部材と一体形成され
ている、請求項１に記載のスノーボードビンディング。
【請求項３】

記前方当接部分が、前記前方ビンディング部材を横方向に支持するために、前記前方
ビンディングプレートを収容する前方スロットを含む、
請求項１に記載のスノーボードビンディング。
【請求項４】
　前記後方ビンディング部材が上向きに延びる後方ビンディングプレートを含み、
　前記後方当接部分が、前記後方ビンディング部材を横方向に支持するために、前記後方
ビンディングプレートを収容する後方スロットを含む、請求項３に記載のスノーボードビ
ンディング。
【請求項５】
　前記前方スロットおよび後方スロットが、前記ベース部材の長手方向軸に実質的に平行
な長手方向に延びるスロットである、請求項４に記載のスノーボードビンディング。
【請求項６】
　前記前方装着プレートが前記ベース部材の下面に実質的に平行な底面を有する、請求項
１に記載のスノーボードビンディング。
【請求項７】
　前記後方ビンディング部材が上向きに延びる後方ビンディングプレートを含み、
　前記後方当接部分が、前記後方ビンディング部材を横方向に支持するために、前記後方
ビンディングプレートを収容する後方スロットを含む、請求項１に記載のスノーボードビ
ンディング。
【請求項８】
　前記ベース部材が、その下面に形成された後方凹部を含み、
　前記後方ビンディング部材が、前記後方凹部内に収容される後方装着プレートを含む、
請求項 に記載のスノーボードビンディング。
【請求項９】
　前記後方装着プレートが前記ベース部材の下面に実質的に平行な底面を有する、請求項

に記載のスノーボードビンディング。
【請求項１０】
　前記後方ビンディング部材が、前記後方ビンディングプレートに連結された可動型後方
爪を含む、請求項 に記載のスノーボードビンディング。
【請求項１１】
　前記前方当接部分と後方当接部分との間に設けられ、前記ベース部材から上向きに延び
、前記中央装着領域を実質的に取囲んでいる中央リブ部分をさらに含む、請求項１に記載
のスノーボードビンディング。
【請求項１２】
　前記前方当接部分が、少なくとも部分的に前記中央装着領域の頂部装着面の上方に配置
され、横方向に離れて位置する１対の前方当接面を含む、請求項 に記載のスノーボー
ドビンディング。
【請求項１３】
　前記後方当接部分が、少なくとも部分的に前記中央装着領域の頂部装着面の上方に配置
され、横方向に離れて位置する１対の後方当接面を含む、請求項 に記載のスノーボー
ドビンディング。
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　前記前方ビンディング部材が前記ベース部材に固定された状態では、前記前方爪が前記
前方当接部分の上方にて上向きに延出した状態で、前記ベース部材に移動不能な状態で保
持され、前記前方爪及び前記前方ビンディングプレートがクリート収容スロットを構成し
ている、

　前

７

８

７

１１

１１



【請求項１４】
　前記中央リブ部分が、前記中央装着領域の頂部装着面から上方に離れて位置する上面を
含む、請求項 に記載のスノーボードビンディング。
【請求項１５】
　前記中央リブ部分が、前記中央装着領域の横方向対向側部に位置する１対の平坦な上面
部分を含む、請求項 に記載のスノーボードビンディング。
【請求項１６】
　前記前方当接部分、前記後方当接部分および前記中央リブ部分が、単一部材として前記
ベース部材と一体形成されたリブ構造体の一部を形成している、請求項 に記載のスノ
ーボードビンディング。
【請求項１７】
　前記前方当接部分が、少なくとも部分的に前記中央装着領域の頂部装着面の上方に配置
され、横方向に離れて位置する１対の前方当接面を含み、
　前記後方当接部分が、少なくとも部分的に前記中央装着領域の前記頂部装着面の上方に
配置され、横方向に離れて位置する１対の後方当接面を含む、
請求項１に記載のスノーボードビンディング。
【請求項１８】
　前記中央装着領域が装着開口部を含み、前記装着開口部に、スノーボードに装着可能な
調節ディスクが調節自在に連結されている、請求項１に記載のスノーボードビンディング
。
【請求項１９】
　前記前方および後方当接部分がそれぞれ、前記ベース部材の上面に装着された別個の部
材である、請求項１に記載のスノーボードビンディング。
【請求項２０】
　前記前方当接部分が、前記ベース部材の上面に装着された別個の１部材である、請求項
１に記載のスノーボードビンディング。
【請求項２１】
　前記後方当接部分が、前記ベース部材の上面に装着された別個の１部材である、請求項
１に記載のスノーボードビンディング。
【請求項２２】
　前記後方ビンディング部材が、前記ベース部材の上面に装着される後方装着プレート部
分と前記後方装着プレートから上向きに延びる後方ビンディングプレート部分とをそれぞ
れ形成している２つの部材を含む、請求項 に記載のスノーボードビンディング。
【請求項２３】
　前記後方当接部分は、その下面に形成された後方凹部を含み、
　前記後方ビンディング部材が、前記ベース部材の上面に装着され、前記後方凹部内に配
置される後方装着プレートを含む、
請求項 に記載のスノーボードビンディング。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スノーボードビンディング、特に、スノーボードブーツを簡単かつ確実に装
着できるスノーボードビンディングに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、スノーボードは、大変人気のあるウィンタースポーツとなっている。実際、日本
の長野で開催された冬期オリンピックでは正式競技として採用された。スノーボードは、
乗り手が雪の斜面を滑降するという点でスキーに似ており、その板は、サーフボードを小
さくしたもの、または車輪のない大型スケートボードと大体同じ形状をしている。スノー
ボーダーは、スノーボードの長手方向軸をほぼ横断する向きに両足を載せた状態で、スノ
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ーボード上に立つ。その際、スノーボーダーは、スキーと同様、特殊ブーツを履き、これ
をビンディング機構でスノーボードに固着する。言い換えれば、スキーとは違い、スノー
ボーダーは、両足を前後させて１枚のスノーボード板に固定する。また、スキーとは違い
、スノーボードは、ストックを使用しない。
【０００３】
　スノーボードは、動作のバランスとコントロールとを必要とするスポーツである。スノ
ーボーダーは、下降斜面を降りる際、スノーボードを移動させる方向をコントロールする
ために、さまざまな方向に体を傾斜させる。具体的に言えば、スノーボーダーが体を傾け
たら、スノーボードをコントロールし続けるために、その動作がスノーボーダーのブーツ
からスノーボードに伝達されなければならない。例えば、スノーボーダーが後方に体をそ
らせたら、その動作により、スノーボードは傾斜してその方向にターンする。同様に、ス
ノーボーダーが前かがみになれば、スノーボードはこれに対応して傾斜してその方向にタ
ーンするという具合である。
【０００４】
　一般に、スノーボードというスポーツは、アルペンとフリースタイルとの２つに分類で
きる。アルペンでは、アルペンスキーに従来使用されているものと同様のハードブーツが
着用され、これが、スノーボードに取付けられている所謂ハードビンディングに嵌め込ま
れる。これはアルペンスキーブーツ用ビンディングに似たビンディングである。一方、フ
リースタイルでは、日常履くブーツやその変形ブーツと同様のソフトブーツが通常着用さ
れ、所謂ソフトビンディングに嵌め込まれる。
【０００５】
　どちらの場合も、乗り手が履いているブーツが、体の傾斜をスノーボードに伝達できる
だけの十分な剛性を備えていることが重要である。さらに、ビンディング機構がブーツを
スノーボードにしっかり連結して、乗り手が常にスノーボードを正確にコントロールでき
るようにしておくことも重要である。しかし、通常のスノーボードビンディングシステム
は、製造、組立てが難しく、費用がかかる上、乗り手が、そのスノーボードへの係合、解
除を面倒あるいは難しく感じる恐れがある。また、通常のスノーボードビンディングシス
テムでは、乗り手に不快感を与える場合もある。
【特許文献１】米国特許第５７０４１３９号公報
【特許文献２】米国特許第６０９９０１８号公報
【特許文献３】米国特許第６２０６４０２号公報
【特許文献４】米国特許第６３０２４２８号公報
【特許文献５】米国特許第６４６７７９５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記を鑑みると、従来技術における上述した課題を克服したスノーボードビンディング
が必要である。本発明は、当該技術におけるこうした要望ならびに、当業者であれば本開
示内容から明白となる他の要望に応えるものである。
【０００７】
　本発明の１つの目的は、スノーボードビンディングとスノーボードブーツとの間におけ
る横方向の安定性を高めるスノーボードビンディングを提供することである。
【０００８】
　本発明のもう１つの目的は、比較的簡単で、安価に製造、組立てができるスノーボード
ビンディングを提供することである。
【０００９】
　本発明のもう１つの目的は、乗り手による係合、解除が比較的簡単なスノーボードビン
ディングを提供することである。
【００１０】
　本発明のさらに別の目的は、乗り手にとって快適かつ安全なスノーボードビンディング
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を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的は基本的に、ベース部材と、前方ビンディング部材と、後方ビンディング部材
と、前方当接部分と、後方当接部分とを含むスノーボードビンディングを提供することに
より達成できる。ベース部材は、前方部分、後方部分、および前方部分と後方部分との間
に位置する中央部分とを有し、前方部分と後方部分との間に長手方向軸が延在している。
中央部分には、スノーボードに装着するように構成された中央装着領域が設けられている
。前方ビンディング部材は、ベース部材の前方部分にてベース部材に連結されて、スノー
ボードブーツの前方クリートを係合可能に設けられている。後方ビンディング部材は、ベ
ース部材の後方部分にてベース部材に連結されて、スノーボードブーツの後方クリートを
係合可能に設けられている。前方当接部分は、ベース部材の前方部分から上向きに延び、
前方ビンディング部材を横方向に支持する部分であり、後方当接部分は、ベース部材の後
方部分から上向きに延び、後方ビンディング部材を横方向に支持する部分である。また、
前方ビンディング部材は ベース部材の下面に装着される前方装着プレート

を有している。そして、ベース部材の下面で
前方装着プレートが装着される部分には、前方装着プレートの周囲面と同じ周囲形状を有
し前方装着プレートが移動不能に嵌め込まれる前方凹部が形成されている。

【００１２】
　以上のみならず、本発明の他の目的、特徴、態様および利点が、添付の図面と併せて本
発明の好適実施形態を開示する以下の詳述から当業者には明白になるであろう。
【発明の効果】
【００１３】
　以上のような本発明では、スノーボードビンディングとスノーボードブーツとの間にお
ける横方向の安定性を高めることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　［第１実施形態］
　まず図１を参照すると、本発明の第１実施形態によるスノーボードビンディングシステ
ム１０が例示されている。このスノーボードビンディングシステム１０は基本的に、スノ
ーボードビンディング１２とスノーボードブーツ１４とを含む。スノーボードビンディン
グ１２は、調節ディスク１８および複数のビスまたはネジ２０により、スノーボード１６
の頂面または上面に装着される。この図では、スノーボード１６の長手方向軸を中心線Ｘ
として示し、スノーボードビンディング１２の長手方向軸を中心線Ｙとして示し、スノー
ボードブーツ１４の長手方向軸を中心線Ｚとして示している。スノーボードビンディング
１２を、好ましくは、従来通り調節ディスク１８によりスノーボード１６に調節自在に連
結する。具体的に言えば、スノーボードビンディング１２は、ビス２０を緩めることで、
調節ディスク１８およびスノーボード１６に対してその角度を自由に調節することができ
るようになっている。無論、必要および／または所望に応じて、スノーボードビンディン
グ１２をスノーボード１６に直接装着することも可能である。
【００１５】
　当業者であれば本開示内容から、乗り手が両足をスノーボード１６に固定することがで
きるように、１枚のスノーボード１６について２つのスノーボードビンディングシステム
１０を使用することが明白であろう。しかし、本明細書では便宜上、１つのスノーボード
ビンディングシステム１０についてのみ説明および／または例示する。また、当業者には
開示内容から、スノーボードビンディング１２をスノーボード１６に装着する方法は何通
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、 と、前方装着
プレートから上方に延びる前方ビンディングプレートと、前方ビンディングプレート前端
部分においてさらに上方に延びる前方爪と、

また、前方ビ
ンディング部材がベース部材に固定された状態では、前方爪が前方当接部分の上方にて上
向きに延出した状態で、ベース部材に移動不能な状態で保持され、前方爪及び前方ビンデ
ィングプレートがクリート収容スロットを構成している。



りもあることを理解されたい。言い換えれば、本開示内容ではスノーボードビンディング
１２をスノーボード１６に装着するための好適機構（すなわち、調節ディスク１８および
ネジ２０）について説明するが、本発明は、具体的実施方法のいずれにも限定されるもの
ではない。
【００１６】
　次に図１および図２を参照すると、スノーボードビンディング１２は基本的に、ベース
部材２２、前方ビンディング部材または機構２４、後方ビンディング部材または機構２６
、ヒールカップ２８およびハイバック３０を含む。スノーボードビンディング１２に連結
された時点でハイバック３０がスノーボードブーツ１４に前方傾斜力を与えることができ
るように、ヒールカップ２８およびハイバック３０を、好ましくは、従来通りベース部材
２２に調節自在に連結する。これらのヒールカップ２８およびハイバック３０は、従来と
同様であるため、本明細書では、その詳細な説明および／または例示を省略する。
【００１７】
　ベース部材２２は基本的に、図３～図５で最もよくわかるように、前方部分３２、後方
部分３４、前方部分３２と後方部分３４との間に位置する中央部分３６、および１対の側
部装着部材３８を含む。好ましくは、ベース部材２２に、これと一体形成したリブ構造体
４０（図１参照）を設ける。リブ構造体４０は、以下で説明するように、ベース部材２２
から上向きに延出して、ベース部材２２を有効に厚くするものである。
【００１８】
　好ましくは、前方部分３２、後方部分３４、中央部分３６、側部装着部材３８およびリ
ブ構造体４０を、金属材料などの比較的軽量の剛性材料で単一部材として一体形成する。
例えば、ベース部材２２をアルミニウムまたはアルミニウム合金で製造することができる
。この実施形態では、ベース部材２２を単一部材として鋳造する。無論、後述する実施形
態のように、ベース部材２２の主要本体をスタンピングや曲げ加工により形成し、数ピー
スとして製造することも可能である。別の実施形態では、好ましくは、ベース部材２２を
、金属シート材料を曲げ加工して形成する。しかし、当業者であれば本開示内容から、ベ
ース部材２２の製造方法として、適した製造技術であればいずれを用いることも可能であ
り、種々の金属ならびに硬質プラスチック、カーボンまたは金属／カーボンの組み合わせ
などの適した硬質剛性材料であればいずれを用いて形成してもよいことが明白であろう。
【００１９】
　スノーボードビンディング１２の長手方向中心線Ｙは、ベース部材２２の前方部分３２
と後方部分３４との間に延在している。ベース部材２２にはまた、好ましくは、上面２３
ａおよび下面２３ｂを具備させる。下面２３ｂは上面２３ａに実質的に平行とする。
【００２０】
　図３、図５、図６および図９を参照すると、ベース部材２２の前方部分３２は基本的に
、前方リブまたは当接部分４２と、前方凹部４４と、前方スロット４６とを含む。前方当
接部分４２は、前方ビンディング部材２４を横方向に支持するものであり、前方部分３２
の上面２３ａから上向きに延出するリブ構造体４０の一部となっている。前方凹部４４お
よび前方スロット４６は、前方ビンディング部材または機構２４をベース部材２２の前方
部分３２に装着するように構成されている。前方当接部分４２は、上面２３ａから上向き
に延出して、前方スロット４６を実質的に取り囲んでいる。
【００２１】
　基本的に、ベース部材２２の前方端部では、前方スロット４６により、前方当接部分４
２が、横方向に離れて位置し、少なくとも部分的に中央装着領域の頂部装着面より上に位
置する１対の前方当接面４２ａおよび４２ｂに分けられている。前方スロット４６の横方
向側部に位置するこの前方当接面４２ａおよび４２ｂを、好ましくは階段状にする。言い
換えれば、ベース部材２２の前方端部において、前方当接部分４２の上面を好ましくは階
段状にする。このため、前方当接部分４２の上面を、好ましくは、ベース部材２２の下面
２３ｂから約１２ .０ｍｍの高さに設定し、前方階段領域では、前方当接部分４２の上面
をベース部材２２の下面２３ｂから約８ .０ｍｍの高さとする。この構造により、スノー
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ボードブーツ１４の一部を中に収容するクリート収容領域が形成される。こうして、以下
でさらに詳細に説明するように、前方ビンディング部材または機構２４が前方部分３２に
装着されると、スノーボードブーツ１４の一部をスノーボードビンディング１２に連結で
きる構造が得られる。
【００２２】
　前方凹部４４の厚さを、好ましくは、前方ビンディング部材または機構２４の一部に対
応させる。また、前方凹部４４の形状を、好ましくは、底面から見てわかるように（図６
）、前方ビンディング部材２４の一部の形状に対応させる、または少なくとも実質的に対
応させる。言い換えれば、前方ビンディング部材２４がベース部材２２にまだ装着する前
でも、前方ビンディング部材２４が、好ましくは、ベース部材２２の前方部分３２に対し
て横方向および長手方向に移動できないようにする。さらに、前方ビンディング部材２４
の一部を前方凹部４４に収容した段階で、好ましくは、この前方ビンディング部材２４部
分の位置を底面２３ｂに平行にする。
【００２３】
　好ましくは、複数（４つ）の階段状の穴４８を、前方ビンディング部材２４を前方凹部
４４および前方スロット４６内に取付けた時点で前方ビンディング部材２４の穴と整合す
るように、前方当接部分４２に設ける。これについても以下で詳細に述べる。具体的に言
えば、好ましくは、穴４８の２つが長手方向中央線Ｙの片側に位置し、他の２つが長手方
向中央線Ｙのもう一方の側に位置するように、複数の穴４８を設ける。
【００２４】
　図３、図５、図７および図１０を参照すると、ベース部材２２の後方部分３４は基本的
に、後方リブまたは当接部分５２と、後方凹部５４と、後方スロット５６とを含む。後方
当接部分５２は、ベース部材２２の後方部分３４から上向きに延出して、後方ビンディン
グ部材または機構２６を横方向に支持するものである。ベース部材２２の後方部分３４は
前方部分３２に類似しているが、後方ビンディング部材または機構２６部分を収容できる
ように、その幅が前方スロット４６の幅より実質的に広くなっている。前方および後方ス
ロット４６および５６は、ベース部材２２の長手方向軸Ｙに実質的に平行な、長手方向に
延在するスロットである。また、後方ビンディング機構２６部分を収容するように、後方
スロット５６の長手方向における長さを、前方スロット４６の長さより長くする。具体的
に言えば、後方スロット５６の幅を好ましくは約１２ .０ｍｍとし、前方スロット４６の
幅を好ましくは約４ .０ｍｍとする。
【００２５】
　後方当接部分５２も前方当接部分４２に類似しているが、後方当接部分５２は、ベース
部材２２の上方および下面２３ａおよび２３ｂに対して傾斜している。また、後方当接部
分５２には、ベース部材２２の下面２３ｂから上方に離れて位置する上面が設けられてい
る。後方当接部分５２の傾斜した上面を、好ましくは、ベース部材２２の下面２３ｂから
約１６ .０ｍｍ～約２２ .０ｍｍの高さとする。好ましくは、後方当接部分５２の傾斜した
上面と他の部分との間に湾曲した移行部分を設ける。
【００２６】
　ベース部材２２の後方端部では、後方スロット５６により、後方当接部分５２が、横方
向に離れて位置し、少なくとも部分的に中央装着領域の頂部装着面より上に位置する１対
の後方当接面５２ａおよび５２ｂに分けられている。後方当接面５２ａおよび５２ｂはそ
れぞれ、中心長手方向軸Ｙの横方向に対向する側部上に位置している。複数（４つ）の穴
５８が、後方ビンディング機構２６を装着するように後方当接部分５２に設けられている
。ベース部材２２の前方部分３２の場合と同様に、後方の穴５８も好ましくは階段状にし
て、後方ビンディング機構２６のビスを収容できるようにする。具体的に言えば、好まし
くは、穴５８の２つが長手方向中央線Ｙの片側に位置し、他の２つが長手方向中央線Ｙの
もう一方の側に位置するように、複数の穴５８を設ける。
【００２７】
　後方凹部５４は、後方ビンディング機構２６を横方向および長手方向に移動させないよ
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うに、後方ビンディング機構２６を収容する形状となっている点で前方凹部４４と同様で
ある。また、後方凹部５４の厚さは、以下でさらに詳細に説明するように、ここに収容さ
れる後方ビンディング機構２６部分の厚さに対応しているため、後方ビンディング機構２
６はベース部材２２の下面２３ｂと平行になる。
【００２８】
　次に図１～図３、図５および図８を見ると、ベース部材２２の中央部分３６は基本的に
、中央装着開口部６０と中央リブ部分６２とを含む。中央装着開口部６０は、ベース部材
２２をスノーボード１６に調節自在に連結するように、従来通り調節ディスク１８を収容
する構造になっている。したがって、ベース部材２２の中央部分３６には、中央装着開口
部６０を形成した中央装着領域が含まれている。
【００２９】
　中央リブ部分６２は、実質的に中央装着開口部６０の周囲に形成されており、前方当接
部分４２と後方当接部分５２との間に位置して、ベース部材２２の上面２３ａから上向き
に延出している。言い換えれば、中央装着領域の鋸歯状頂部装着面が、中央装着開口部６
０を構成し、ベース部材２２の上面２３ａの上方に離れて位置しており、中央リブ部分６
２は、その鋸歯状頂部装着面から上方に離れて位置する上面を含む。具体的に言えば、中
央リブ部分６２は、中央装着開口部６０の前方領域周囲に延在して傾斜している前方移行
リブ構成要素６４ａを具備している。同様に、傾斜した後方移行リブ構成要素６４ｂが、
中央装着開口部６０の後方領域周囲に延在している。また、中央装着開口部６０の横方向
両側部にそれぞれ横方向側部リブ構成要素６４ｃが設けられている。これは、前方移行リ
ブ構成要素６４ａと後方移行リブ構成要素６４ｂとの間で前方から後方へと延在している
。
【００３０】
　横方向側部リブ構成要素６４ｃには、好ましくは、ベース部材２２の下面２３ｂから約
９ .０ｍｍの高さで平坦な上面を設ける。好ましくは、この横方向側部リブ構成要素６４
ｃから、前方移行リブ構成要素６４ａおよび６４ｂを、ベース部材２２の上面２３ａまで
下向きに延在させる。また、移行リブ構成要素６４ａおよび６４ｂをそれぞれ、前方およ
び後方リブ部分４２および５２まで上向きに延在させる。こうすることにより、好ましく
は、中央リブ部分６２の上面から上面２３ａまでの距離を、前方リブ部分４２の上面最上
部および後方リブ部分５２の上面全体から上面２３ａまでの距離より短くする。また、後
方当接部分５２を、好ましくは、前方当接部分４２より上面２３ａからさらに上向きに延
出させる。こうすると、前方当接部分４２、後方当接部分５２および中央リブ部分６２に
より、多段状で起伏のあるリブ構造体４０が形成される。リブ構造体４０は、多段状であ
るだけでなく、移行リブ構成要素６４ａおよび６４ｂの傾斜した上面と、リブ構成要素６
４ａおよび６４ｂと前方および後方リブ部分４２および５２との間で湾曲した移行領域と
を含んでいる。リブ構造体４０を、好ましくは、スノーボードブーツ１４部分と選択的に
接触するように構成する。また、リブ構造体４０を、好ましくは、単一部材としてベース
部材２２と一体形成する。このような構造により、ベース部材２２の強度／剛性を高める
ことができると同時に、スノーボードビンディングシステム１０の輪郭を低く抑えること
ができる。
【００３１】
　側部装着部分３８のそれぞれに、好ましくは、複数の装着穴６６と、第１の（前方側）
リブ構成要素６８ａと、第２の（後方側）リブ構成要素６８ｂとを設ける。さらに、側部
装着部分３８の一方に、ベース部材２２の切抜きまたは凹部５９と連通する開口部６９を
設けて、後方ビンディング機構２６の一部をその中に収容できるようにする。側部装着部
分３８を、好ましくは、ベース部材２２の上面２３ａおよび下面２３ｂに対して実質的に
直角に延在させる。しかし、側部装着部分３８の第１および第２の側部リブ構成要素６８
ａおよび６８ｂは、中心長手方向軸Ｙに向けて内側に突出して、側部装着部分３８間に位
置する領域の有効間口を事実上狭めている。この第１および第２の側部リブ構成要素６８
ａおよび６８ｂは、スノーボードブーツ１４のボール部分における側部と踵部分とにそれ

10

20

30

40

50

(8) JP 3967325 B2 2007.8.29



ぞれ接触して、ブーツ１４を横方向に移動しないよう固定保持するように配置および構成
された部分である。したがって、前方および後方ビンディング部材２４および２６と前方
および後方係止部分１４６および１４８との間に横方向の遊びがあっても（例えば、これ
らの部品の横方向寸法差により）、ブーツは横方向に移動することはない。また、第１お
よび第２の側部リブ構成要素６８ａおよび６８ｂにより、ベース部材２２が補強されるた
め、その強度が高められる。
【００３２】
　ヒールカップ２８は、穴６６を利用して従来通り側部装着部分３８に連結される。好ま
しくは、穴６６の配置を考慮して、ヒールカップ２８をベース部材２２に調節自在に連結
できるようにする。同様に、上述したように、ハイバック３０を従来通りヒールカップ２
８に連結する。ヒールカップ２８およびハイバック３０は本発明に重要な構成要素ではな
いため、本明細書ではこれらの詳細な説明を省略する。
【００３３】
　次に図１１～図１４を参照しながら、前方ビンディング部材または機構２４について詳
細に説明する。上述したように、前方ビンディング部材２４は、ベース部材２２の前方部
分３２にてベース部材２２に連結される。前方ビンディング部材２４は、以下に説明する
スノーボードブーツ１４の前方クリート１４６（図２参照）を選択的に係合するように配
置および構成されている。
【００３４】
　具体的に言えば、前方ビンディング部材２４は、前方当接部分４２内に形成されている
前方凹部４４および前方スロット４６の位置にて、ベース部材２２の前方部分３２の下面
に装着される。さらに具体的に言えば、前方ビンディング部材２４は基本的に、前方装着
プレート７０と、前方ビンディングプレート７２と、移動不能な前方爪７４とを含んでい
る。前方ビンディング部材２４がベース部材２２に固定されると、前方爪７４が、前方当
接部分４２の上方にて上向きに延出した状態で、ベース部材２２に移動不能な状態で保持
される。前方爪７４およびビンディングプレート７２が、クリート収容スロット７７を構
成する。このスロット７７は、以下で説明するスノーボードブーツ１４の後方係止部分１
４８が後方ビンディング機構２６に係合しない場合であっても前方係止部分１４６を一時
的に保持する（例えば長手方向移動および垂直方向移動に対して）寸法となっている。
【００３５】
　好ましくは、前方ビンディング部材２４を、互いに鏡像関係である２つ（第１および第
２）の前方ビンディング片２４ａおよび２４ｂで形成する。第１の前方ビンディング片２
４ａは、前方装着部分７１ａと、前方ビンディング部分７３ａと、前方爪部分７５ａとを
含み、第２の前方ビンディング片２４ｂは、前方装着部分７１ｂと、前方ビンディング部
分７３ｂと、前方爪部分７５ｂとを含む。この前方ビンディングの構成により、前方ビン
ディング部材２４の前方ビンディング片２４ａおよび２４ｂそれぞれを、長手方向軸Ｙ方
向から見ると実質的にＬ字型である部材を形成するように、曲げ加工により形成すること
ができる。前方ビンディング部材２４の前方ビンディング片２４ａおよび２４ｂそれぞれ
を好ましくは、金属材料などの硬質剛性材料で形成する。その方法として、好ましくは、
まずシート金属などのシート材料片を機械加工、鋳造またはパンチングして、所望形状の
平坦な一片を形成し、次に、この一片を折り曲げて、図１２～図１４に示すような形状に
する。
【００３６】
　前方ビンディング部材２４の前方ビンディング片２４ａおよび２４ｂには、２つの先細
り貫通穴７６ａおよび７６ｂがそれぞれ形成されている。これらの穴は、前方部分３２の
前方穴４８と整合するように構成されている。したがって、ビス７８を用いて、前方ビン
ディング部材２４の前方ビンディング片２４ａおよび２４ｂを前方部分３２に装着するこ
とができる。例示した実施形態では、ビス７８のそれぞれに、好ましくは、ナットおよび
ボルトを含めて、前方ビンディング部材２４をベース部材２２に交換自在に連結できるよ
うにする。
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【００３７】
　前方ビンディング部材２４を、好ましくは、２片で形成することから、装着部分７１ａ
と７１ｂとで装着プレート７０とし、ビンディング部分７３ａと７３ｂとでビンディング
プレート７２とする。同様に、前方爪部分７５ａと７５ｂとで前方爪７４とする。前方ビ
ンディング部材２４の前方ビンディング片２４ａおよび２４ｂの厚さを、好ましくは、そ
れぞれ約２ .０ｍｍとする。したがって、ビンディング部分７３ａと７３ｂとが接触し合
い、前方爪部分７５ａと７５ｂとが接触し合うと、厚さ約４ .０ｍｍの、垂直に延在する
前方ビンディングプレート７２が形成される。同様に、前方爪部分７５ａと７５ｂとが接
触し合うと、厚さ約４ .０ｍｍの前方爪７４が形成される。
【００３８】
　前方ビンディング部材２４の前方ビンディングプレート７２の厚さは、実質的に、ベー
ス部材２２の前方スロット４６の幅に相当する。この構造により、前方ビンディング部材
２４は、前方当接部分４２の前方当接面４２ａおよび４２ｂに包囲されて、横方向移動を
しないように固定される。前方ビンディング部材２４の前方装着プレート７０（前方装着
部分７１ａおよび７１ｂ）の周囲面は、前方凹部４４の周囲形状に対応する形状である。
したがって、前方ビンディング部材２４がビス７８でベース部材２２に連結されると、前
方ビンディング部材２４は、ベース部材２２に対して横方向移動および長手方向移動をし
ないように固定される。
【００３９】
　次に図１５～１７、図２６および図２７を参照しながら、後方ビンディング部材または
機構２６について詳細に説明する。後方ビンディング機構２６は基本的に、取付け部材８
０（第１および第２の取付け部材８０ａおよび８０ｂ）と、係止部材またはプレート８２
と、ラッチ部材またはプレート８４と、付勢部材８６と、解放レバー８８と、保護カバー
８９とを含む。付勢部材８６は基本的に、第１の付勢ピン８６ａと、第２の付勢ピン８６
ｂと、１対のコイル状引張バネ８６ｃとを含む。基本的に、後方ビンディング機構２６は
、ベース部材２２の後方部分３４にてベース部材２２に装着され、以下で述べるように、
スノーボードブーツ１４の後方クリート１４８を選択的に係合するように配置および構成
されている。
【００４０】
　さらに具体的に言えば、後方ビンディング機構２６は、これが後方当接部分５２により
横方向に支持されるように、ベース部材２２の後方当接部分５２に装着される。すなわち
、取付け部材８０ａおよび８０ｂが、ベース部材２２の後方部分３４および後方当接部分
５２内に形成されている後方凹部５４および後方スロット５６内にて後方部分３４に装着
される。具体的に言えば、ビス７８の４つを使用して、後方ビンディング部材２６の取付
け部材８０ａおよび８０ｂを後方部分３４に装着する。例示した実施形態では、ビス７８
それぞれに、ナットおよびボルトを含めて、後方ビンディング部材２６をベース部材２２
に交換自在に連結する。
【００４１】
　次に図１８～図２５を参照すると、係止プレート８２が、係止回動軸Ａを中心に回転す
るように、取付け部材８０ａおよび８０ｂに回動自在に取付けられ、取付け部材８０ａお
よび８０ｂにより横方向に支持されている。ラッチプレート８４も、係止ラッチ軸Ｂを中
心に回転するように、取付け部材８０ａおよび８０ｂに回動自在に取付けられ、取付け部
材８０ａおよび８０ｂにより横方向に支持されている。図１６および図１７でわかるよう
に、付勢部材８６は、係止プレート８２を複数位置から選択された位置に保持するように
、常時ラッチプレート８４を付勢して係止プレート８２と係合させている。図１、図１６
および図１７でわかるように、解放レバー８８は、ラッチ部材８４に連結されており、ラ
ッチプレート８４を係止プレート８２との係合状態から外すように、ラッチプレート８４
を付勢部材８６の付勢力に対向して移動させるものである。
【００４２】
　図１６、図２６および図２７を参照すると、取付け部材８０ａおよび８０ｂの形状を、
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好ましくは、中心線Ｙに沿って見て、互いに鏡像関係であるＬ字型とする。取付け部材８
０ａおよび８０ｂそれぞれを、好ましくは、金属材料などの硬質剛性材料で製造する。そ
の方法として、まずシート金属などのシート材料片を機械加工、鋳造またはパンチングし
て、所望形状の平坦なプレート部材として形成し、次に、この平坦形状を、図１６、図１
７、図２６および図２７に例示した取付け部材８０ａおよび８０ｂのＬ字型形状に曲げ加
工する。取付け部材８０ａおよび８０ｂそれぞれの厚さを、好ましくは、約２ .０ｍｍと
する。
【００４３】
　取付け部材８０ａおよび８０ｂが、後方装着プレート９０、上向きに延出する後方ビン
ディングプレート９２および固定ガイド部材９４を形成している。具体的に言えば、取付
け部材８０ａは、装着部分９０ａ、ビンディング部分９２ａおよびガイド部分９４ａを含
み、取付け部材８０ｂは、装着部分９０ｂ、ビンディング部分９２ｂおよびガイド部分９
４ｂを含む。したがって、装着部分９０ａおよび９０ｂが後方装着プレート９０を形成し
、ビンディング部分９２ａおよび９２ｂが後方ビンディングプレート９２を形成し、ガイ
ド部分９４ａおよび９４ｂが固定ガイド部材９４を形成している。
【００４４】
　後方装着プレート９０は、後方当接部分５２にてベース部材２２の下面２３ｂに形成さ
れた項凹部５４内に収容される。上向きに延出している後方ビンディングプレート９２は
、ビンディング部分９２ａと９２ｂとの間に空間を形成した状態で、後方当接部分５２の
後方スロット５６内に配置される。横方向に離れて位置する後方当接面５２ａおよび５２
ｂが、横方向に後方ビンディング２６を支持する。具体的に言えば、後方当接面５２ａお
よび５２ｂが、以下で詳述するように、後方ビンディング２６の中央部分と選択的に接触
することにより、後方ビンディング２６を直接横方向に支持している。別法として、以下
で詳述するように、後方ビンディング機構２６の特定の可動部品（例えば係止プレート８
２およびラッチプレート８４）を両側部にて横方向に直接支持する、横方向に離間した当
接面がビンディング部分９２ａおよび９２ｂに設けられるように、後方ビンディングプレ
ート９２をベース部材２２に装着した場合、ビンディング部分９２ａおよび９２ｂが形成
する後方ビンディングプレート９２を任意にベース部材２２の一部として見なすことがで
きる。
【００４５】
　固定ガイド部材９４は、装着部分９０ａおよび９０ｂの後方縁部から上向きに延出して
いる。したがって、これをベース部材２２に装着すると、固定ガイド部材９４はベース部
材２２の上面２３ａに対して垂直に延出する。具体的に言えば、固定ガイド部材９４をベ
ース部材２２に固定して、係止部材８２と固定ガイド部材９４との間にクリート挿入開口
部を形成する。
【００４６】
　固定ガイド部材９４のガイド部分９４ａおよび９４ｂそれぞれに、垂直なストッパ９５
を形成する垂直部分と先細り部分９７を形成する傾斜部分とが設けられている。垂直なス
トッパ９５は、ビンディング部分９２ａと９２ｂとの間で回動自在に連結されている係止
部材８２から後方に間隔をおいて位置している。この位置関係から、垂直なストッパ９５
は、係止部材８２と固定ガイド部材９４との間にクリート挿入開口部を形成して、後方係
止部分１４８が後方長手方向に移動することを防止している。言い換えれば、垂直なスト
ッパ９５には、ガイド部分９５ａおよび９５ｂが形成する１対のストッパ面またはストッ
パ構成要素が設けられているため、スノーボードブーツ１４の後方係止部材１４８を係止
部材８２と固定ガイド部材９４との間に形成されたクリート挿入開口部内に保持すること
ができる。先細り部分９７は、後方係止部分１４８を後方ビンディング機構２６に係止す
る間、後方係止部分１４８を選択的に案内する部分である。
【００４７】
　固定ガイド部材９４の先細り部分９７は、ストッパ９５の上方自由端に位置して、スト
ッパ９５の上方から後方に向けて傾斜している。この構造により、後方係止部分１４８が
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先細り部分９７に接触した時点で、その後方係止部分１４８を、係止部材８２と固定ガイ
ド部材９４との間に形成されているクリート挿入開口部内に案内するための１対の案内面
となっている。具体的に言えば、以下で説明する後方係止部分１４８の中間部分が選択的
に先細り部分９７に接触する。接触した後、スノーボードブーツ１４の後方係止部分１４
８が、係止部材８２と固定ガイド部材９４との間に形成されたクリート挿入開口部内に下
向きに挿入されて、係止部材８２と係合する。
【００４８】
　装着部分９０ａおよび９０ｂにはそれぞれ、取付け部材８０ａおよび８０ｂをベース部
材２２に装着するための複数の装着穴９６ａおよび９６ｂが設けられている。具体的に言
えば、装着部分９０ａには、先細り状の貫通穴である１対の装着穴９６ａが設けられてお
り、装着部分９０ｂには、先細り状の貫通穴である１対の装着穴９６ｂが設けられている
。
【００４９】
　ビンディング部分９２ａおよび９２ｂには、その間に係止プレート８２、ラッチプレー
ト８４および解放レバー８８を連結するための複数の穴または開口部が設けられている。
ビンディング部分９２ａには、係止ピン穴９８ａ、付勢ピンスロット９９ａ、ラッチピン
穴１００ａおよび付勢ピンスロット１０１ａが設けられており、ビンディング部分９２ｂ
には、係止ピン穴９８ｂ、付勢ピンスロット９９ｂ、ラッチピン穴１００ｂおよび付勢ピ
ンスロット１０１ｂが設けられている。係止ピン穴９８ａおよび９８ｂを、好ましくは、
互いに整合させて、その中心を係止回動軸Ａとする。同様に、ビンディング穴１００ａお
よび１００ｂを、好ましくは、互いに整合させて、その中心をラッチ回動軸Ｂとする。付
勢ピンスロット９９ａおよび９９ｂは、係止プレート８２が特定位置にくると、第１の付
勢ピン９６ａと整合してこれを支持する。付勢ピンスロット１０１ａおよび１０１ｂも、
好ましくは整合させて、第２の付勢ピン９６ｂを支持する。取付け部材８０ａおよび８０
ｂをベース部材２２に装着すると、ビンディング部分９２ａおよび９２ｂは、好ましくは
、後方スロット５６内にて相互に横方向に離れて位置して、係止プレート８２およびラッ
チプレート８４を収容するための空間を形成する。
【００５０】
　および９８ｂが係止回動軸ピン１０２を支持し、ラッチピン穴１００ａおよび１００ｂ
がラッチ回動軸ピン１０４を支持する。係止回動軸ピン１０２は、回動軸ピン１０２の各
端部に形成された環状穴内に差込まれるＥクリップやＣクリップなどの１対のクリップ１
０３により係止ピン穴９８ａおよび９８ｂに保持される。ラッチ回動軸１０４は、ラッチ
回動軸ピン１０４の両端部に形成された環状穴内に差込まれるＥクリップやＣクリップな
ど、同様の１対のクリップ１０５によりラッチピン穴１００ aおよび１００ｂに保持され
る。係止プレート８２は、ビンディング部分９２ａと９２ｂとの間で係止回動軸ピン１０
２により回動自在に取付けられ、同様に、ラッチプレート８４は、ビンディング部分９２
ａと９２ｂとの間でラッチ回動軸ピン１０４により回動自在に取付けられる。回動ピン１
０２および１０４それぞれの長さを、好ましくは、約１１ .６ｍｍとする。したがって、
横方向に間隔をあけて位置する後方当接面５２ａおよび５２ｂが、回動ピン１０２および
１０４の端部に選択的に接触して、後方ビンディング機構２６を横方向に支持し、これに
より、回動ピン１０２および１０４が、後方ビンディング機構２６の取付け部材８０ａお
よび８０ｂを横方向に支持する。
【００５１】
　図３１で最もよくわかるように、係止部材またはプレート８２には基本的に、ピボット
穴１１０、調節穴１１２、クリートまたは係止収容凹部１１４および３つの固定ノッチ１
１５～１１７が設けられている。ピボット穴１１０は、係止回動軸ピン１０２を中心に係
止プレート８２を回動させるように、その中に係止回動軸ピン１０２を通過させる部分で
ある。調節穴１１２は、以下でさらに詳細に説明するように、バネ９６ｃを係止プレート
８２に連結するように、その中に付勢ピン８６ｂを通過させる部分である。クリート受け
凹部１１４は、スノーボードブーツ１４の後方係止部分１４８を受けて保持するように設
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計されている。これについても以下で詳述する。係止プレート８２の厚さを、好ましくは
、約４ .０ｍｍとする。これを、図面で例示しているように、１つのプレートとして形成
してもよいし、それぞれの厚さを約２ .０ｍｍとする２つの同一プレート片から形成して
もよい。いずれの場合も、係止プレート８２の各片を、好ましくは、図３１に例示した形
状とする。
【００５２】
　図１８～２７でわかるように、調節穴１１２とピボット穴１１０との位置関係により、
係止プレート８２は常時反時計回り方向で付勢されている。しかし、ラッチプレート８４
は、乗り手がスノーボードビンディング１２内に足を入れた時点で、固定ノッチ１１５、
１１６および／または１１７と選択的に係合するように構成されている。これにより、係
止プレート８２を複数（３つ）のラッチ位置のいずれかに固定することができる。
【００５３】
　図３２で最もよくわかるように、ラッチ部材またはプレート８４には基本的に、ピボッ
ト穴１２０、調節穴１２２、第１の係止係合歯１２４、第２の係止係合歯１２６、および
解放ノッチ１２８が設けられている。ピボット穴１２０はラッチ回動軸ピン１０４を中に
通過させる部分であり、調節穴１２２は、図１８～２７でわかるように、バネ８６ｃを連
結してラッチプレート８４を常時時計回り方向で付勢するために、付勢ピン８６ｂを中に
通過させる部分である。第１の係止係合歯１２４は、係止プレート８２の固定ノッチ１１
５、１１６および／または１１７に選択的に係合して、係止プレート８２をその３つのラ
ッチ位置のいずれかに保持する構造となっている。ラッチプレート８４の厚さも、好まし
くは、約４ .０ｍｍとする。これを、図面で例示しているように、１つのプレートとして
形成しても、それぞれの厚さを約２ .０ｍｍとする２つの同一プレート片から形成しても
よい。いずれの場合も、ラッチプレート８４の各片を、好ましくは、図３１に例示した形
状とする。
【００５４】
　第２の係合歯１２６は、第４の位置で係止プレート８２を保持するように設計されてい
る。具体的に言えば、ラッチ部材がラッチ位置の１つにあり、乗り手がスノーボードブー
ツ１４をスノーボードビンディング１２から取出したい場合、解放レバー８８を動かして
、バネ８６ｃの付勢力に逆らってラッチプレート８４を反時計回り方向に回転させる。ラ
ッチプレート８４がこのように回動することにより、第１の係止係合歯１２４は、係止プ
レート８２の固定ノッチ１１５、１１６および１１７との係合から間隔をおいて離れる。
すると、係止プレート８２は、バネ８６ｃの付勢力により、第２の係合歯１２６が固定ノ
ッチ１１５と係合して係止プレート８２を第４の位置に保持するまで、反時計回り方向に
回転する。係止プレート８２が第４の位置にきた時点で、第１の係止係合歯１２４は、固
定ノッチ１１７から周方向時計回りに間隔をおいて位置する。このため、第４の位置では
、解放レバー８８が解放されて第１の係止係合歯１２４が係止プレート８２に接触してい
ても、第１の係止係合歯１２４は係止プレートを回転させることができる。これを、いわ
ゆる後方ビンディング機構２６の休み位置または解放位置と見なすことができる。乗り手
がスノーボードビンディング１２内に足を入れると、係止部材またはプレート８２が、好
ましくは、この第４の休みまたは解放位置にくる。しかし、乗り手の足が下につくと、ス
ノーボードブーツ１４の後方クリート１４８が係止プレート８２のクリート受け凹部１１
４内に収容される。乗り手による下向きの力により、係止プレート８２が、第１～第３の
ラッチ位置の１つまで時計方向に回転する。言い換えれば、第１の係止係合歯１２４およ
び固定ノッチ１１５～１１７は、後方クリート１４８がクリート受け凹部１１４にバネ８
６ｃの付勢力を上回る力をかけると、係止プレート８２をバネ８６ｃの付勢力に逆らって
第４の位置から第１～第３の位置の１つまで時計回りに回転させることができるように設
計されている。しかし、係止プレート８２が第４の位置から第１～第３の位置まで回転し
て、後方クリート１４８から加えられる力がバネ８６ｃの付勢力より小さくなると、第１
の係止係合歯１２４は、固定ノッチ１１５～１１７の１つと係合して、係止プレート８２
をこれに対応する位置にバネ８６ｃの付勢力により保持する（すなわち、係止プレート８
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２を反時計回りに回転させないようにする）。こうして、スノーボードブーツ１４の後方
部分がスノーボードビンディング１２に連結される。
【００５５】
　ラッチプレート８４の解放ノッチ１２８は、解放レバー８８の一部を中に受ける部分で
ある。したがって、乗り手が解放レバー８８を解放位置まで移動させると、ラッチプレー
ト８４がバネ８６ｃの付勢力に逆らって反時計回り方向に回転して、第１の係合歯１２４
を、固定ノッチ１１５、１１６および１１７それぞれとの係合状態から外れるように移動
させる。こうなれば、乗り手は、スノーボードブーツ１４の後方部分（すなわち、後方ク
リート１４８）を持上げれば、スノーボードブーツ１４をスノーボードビンディング１２
から解放することができる。言い換えれば、第１の歯が固定ノッチ１１５～１１７のいず
れとの係合からも外れているため、係止プレート８２が反時計回り方向に回転できる状態
となっている。したがって、クリート受け凹部１１４を上方に移動させて、スノーボード
ブーツ１４を解放することができる。
【００５６】
　付勢ピン８６ａは、係止プレート８２の調節穴１１２内に挿入される。付勢ピン８６ｂ
は、ラッチプレート８４の調節穴１２２内に挿入され、ビンディング部分９２ａおよび９
２ｂの付勢スロット１０１ａおよび１０１ｂ内に収容される。付勢ピン８６ｂは、ビンデ
ィングスロット１０１ａおよび１０１ｂの円弧に沿って移動できるサイズとなっており、
付勢ピン８６ａは、ビンディングスロット９９ａおよび９９ｂの円弧に沿って移動できる
サイズとなっている。コイルバネ８６ｃは、付勢ピン８６ａおよび８６ｂ双方の両端部に
取付けられて、ピン８６ａおよび８６ｂを互いに向けて付勢している。したがって、係止
プレート８２は常時反時計回り方向に付勢され、ラッチプレート８４は常時時計回り方向
に付勢されている。
【００５７】
　図３３～図３５を参照すると、解放レバー８８は基本的に、ハンドル部分１３６、調節
部分１３８、およびハンドル部分１３６と調節部分１３８との間に位置するピボット部分
１４０を含む。ピボット部分１４０は、ベース部材でこれに対応するように切抜かれた部
分５９および６９内に収容されて、そこで回転する。ハンドル部分１３６はピボット部分
１４０に直角に延在しており、スノーボード１６の乗り手が動かすように設計された部分
である。調節部分１３８は、ピボット部分１４０からおよそ１１５度の角度で延在してお
り、後方スロット５６内にてラッチプレート８４に係合している。具体的に言えば、調節
部分１３８は、ラッチプレート８４の解放ノッチ１２８内に収容されて、ラッチプレート
８４を、ラッチ回動軸ピン１０４を中心に選択的に移動／回転させる。切抜き部分５９お
よび６９は、解放レバー８８のピボット部分１４０を回転自在に収容する構造となってい
る。調節部分１３８の自由端は、ラッチプレート８４の解放ノッチを円滑に係合するよう
に設計されている。好ましくは、解放レバーを、金属材料などの硬質剛性材料で製造する
。また、ハンドル部分１３６および調節部分１３８をピボット部分１４０に対して角度を
つけて設けた構造により、解放レバーを切抜き５９および６９内に保持する。
【００５８】
　次に図１、図１５および図２８～図３０を参照すると、保護カバー８９は、プラスチッ
クまたはゴムで製造することが好ましい単一部材である。保護カバー８９は、ベース部材
２２の後方当接部分５２に摩擦連結されて、ポケットを形成するものである。後方ビンデ
ィング機構２６は実質的にこのポケット内に配置される。保護カバー８９には、スロット
５６をカバーするように後方当接部分５２の穴５８内に摩擦保持される４つの突起８９ａ
が形成されている。保護カバー８９はまた、ラッチプレート８４を完全にこのポケット内
に配置し、クリート挿入開口部内に位置する係止プレート８２の一部をポケットの解放一
端部から延出させるように、配置および構成されている。
【００５９】
　次に図２および図３６～図３９を参照しながら、スノーボードブーツ１４について詳述
する。スノーボードブーツ１４は基本的に、ソール部分または部材１４２と、アッパー部
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分１４４と、前方クリートまたは係止１４６と、後方クリートまたは係止１４８とを含む
。前方および後方係止部分１４６および１４８は、ソール部分１４２に装着された連結部
材であり、上述したように、スノーボードビンディング１２に解放自在に連結できるよう
に構成されている。
【００６０】
　本発明によるスノーボードブーツ１４は、好ましくは、比較的軟らかいまたは可撓性を
備えたスノーボードブーツである。従来技術においてソフトスノーボードブーツは周知で
あるため、本明細書では、これについての詳しい説明および例示を省略する。スノーボー
ドブーツ１４についても、本発明のスノーボードビンディングシステム１０に関連する点
を除き、本明細書では、これについての詳しい説明および例示を省略する。通常、ソフト
スノーボードブーツは、硬いゴム状材料で製造されたソール部分と、プラスチック材料お
よび／または合成材料などのさまざまな材料で形成された可撓性アッパー部分とを備えて
いる。したがって、スノーボードブーツ１４のアッパー部分１４４を、やや可撓性にしな
ければならない。
【００６１】
　図１および図３６を再度参照すると、スノーボードブーツ１４の上方部材または部分１
４４は基本的に、ソール部分１４２に装着された足部分１４４ａと、足部分１４４ａから
上向きに延出した脚部分１４４ｂとを含んでいる。足部分１４４ａをソール部材に装着す
るには、接着剤または、ソール部分１４２（例えばアウトソール）の成形や接合などの適
した技術のいずれかを用いることができる。本発明において、スノーボードブーツ１４の
ソール部分１４２をアッパー部分１４４に装着する方法は重要ではない。当業者には本開
示内容から、アッパー部分１４４を従来の製造技術および材料により従来通り製造できる
ことが明白であろう。したがって、アッパー部分１４４についての詳細についての詳細な
説明および／または例示も省略する。
【００６２】
　スノーボードブーツ１４のソール部分１４２は基本的に、図３７に示すように、アウト
ソール１５０と、ミッドソール１５２とを含む。ミッドソール１５２は、好ましくは、ア
ウトソール１５０より硬い材料で製造する。具体的に言えば、ミッドソール１５２をプラ
スチックなどの剛性材料で製造し、アウトソール１５０を、好ましくは、ミッドソール１
５２よりやや軟らかい剛性ゴムなどの剛性材料で製造する。アウトソール１５０は、ミッ
ドソール１５２およびアッパー部分１４４の一部と実質的に重なり合っている。
【００６３】
　図２でわかるように、前方および後方係止部分１４６および１４８は、ソール部分１４
２から下向きに延出しており、スノーボードビンディング１２の前方および後方ビンディ
ング部材２４および２６とそれぞれ係合する構造になっている。好ましくは、前方および
後方係止部分１４６および１４８をミッドソール１５２に直接固定し、そのミッドソール
１５２の上に、前方および後方係止部分１４６および１４８の周囲領域を除いて、アウト
ソール１５０を重ね合わせる。前方および後方係止部分１４６および１４８については以
下で詳述する。
【００６４】
　図２および図３７でわかるように、ミッドソール１５２は基本的に、つま先部分１５４
、踵部分１５６、およびつま先部分１５４と踵部分１５６の間とに位置する中央部分１５
８を含む。いずれの場合も、このミッドソール１５２を、好ましくは単一部材として一体
形成して、前方および後方係止部分１４６および１４８をこれに装着する。スノーボード
ブーツ１４の長手方向中心線Ｚは、このつま先部分１５４と踵部分１５６との間に延在し
ている。
【００６５】
　また、ミッドソール１５２は上面１５３ａと下面１５３ｂとを有している。下面１５３
ｂは、つま先部分１５４、踵部分１５６および中央部分１５８を構成する部分である。言
い換えれば、下面１５３ｂが、ミッドソール１４２のベース部分または構成要素を構成す
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るつま先部分１５４、踵部分１５６および中央部分１５８を構成している。任意に、側部
支持壁部または構成要素（図示せず）を、乗り手の足を横方向および長手方向に支持でき
るように、ミッドソール１５２のこのベース部分または構成要素から上向きに延出させる
。しかし、本発明において、この側部支持壁部または構成要素の構造は重要ではない。
【００６６】
　上述したように、ミッドソール１５２のつま先部分１５４は、これに前方係止部分１４
６を連結させられる構造となっている。具体的には、図３８で最もよくわかるように、つ
ま先部分１５４に、横方向に離れて位置する１対の取付け穴１６０と、１対の支持突起１
６２ａおよび１６２ｂを形成し、横方向に離れて位置する１対の凹部１６２とが設けられ
ている。取付け穴１６０は、ミッドソール１５２のつま先部分１５４内を貫通して延在し
ており、凹部１６２は、前方係止部分１４６の一部をその中に収容するように設計されて
いる。この穴１６０および凹部１６２を互いに整合させて、それぞれから等間隔にある中
心線を中心にして互いに左右対象にする。
【００６７】
　支持突起１６２ａおよび１６２ｂを、好ましくは、単一部材としてつま先部分１５４と
一体形成する。支持突起１６２ａおよび１６２ｂは、横方向に間隔をおいて、スノーボー
ドブーツ１４の中心線Ｚの両側に位置している。取付け穴１６０も、互いに間隔をおいて
、支持突起１６２ａおよび１６２ｂの外側に位置している。支持突起１６２ａおよび１６
２ｂそれぞれは、前方係止部分１４６の断面形状に対応する形状である横方向対向面を有
し、前方係止部分１４６をスノーボードブーツ１４の長手方向軸または中心線Ｚに対して
前方および後方移動させないように、配置および構成されている。
【００６８】
　図３９に示すように、ミッドソール１５２の踵部分１５６に、１対の取付け穴１８０と
、１対の支持突起１８２とが設けられている。支持突起１８２は、単一部材として踵部分
１５６と一体形成されている。支持突起１８２は、横方向に間隔をおいて、スノーボード
ブーツ１４の中心線Ｚの両側に位置している。取付け穴１８０も、互いに間隔をおいて、
支持突起１８２ａおよび１８２ｂの外側に位置している。各支持突起１８２は、後方係止
部分１４８の断面形状に対応する形状である横方向対向面を有し、後方連結部材または係
止１４８をスノーボードブーツ１４の長手方向軸または中心線Ｚに対して前方および後方
移動させないように、配置および構成されている。
【００６９】
　図４０～図４３でわかるように、前方係止部分１４６は、シート金属などのシート材料
をパンチングまたはスタンピングした後、曲げ加工を施して、図面に例示した所望形状に
することにより形成されている。前方係止部分１４６は、横方向に離れて位置する１対の
取付けフランジ１６４と、実質的にＵ字型であり取付けフランジ１６４から下向きに延出
している係止部分１６６とを含む。したがって、Ｕ字型係止部分１６６は、ソール部分１
４２の底面から下向きに延出し、横方向に間をおいて位置する脚部分と、その脚部分の間
で横方向に延在する中間部分とを含む。係止部分１６６は、前方爪７４を挿入できるよう
に、約２８ .０ｍｍ幅の長手方向通路を形成している。支持突起１６２ａおよび１６２ｂ
（図３８参照）は、前方連結部材または係止１４６の係止部分１６６が含む脚部分を、ス
ノーボードブーツ１４の長手方向軸または中心線Ｚに対して前方および後方に移動させな
いように固定する配置および構成になっている。この支持突起１６２ａおよび１６２ｂは
、脚部分の両端部に接触して、前方係止部分１４６の係止部分１６６が長手方向軸Ｚに対
して横方向に移動しないようにさらに確実に固定する役割を果たしている。
【００７０】
　取付けフランジ１６４のサイズおよび形状は、つま先部分１５４に形成された凹部１６
２のサイズおよび形状に対応したものである。また、取付けフランジ１６４それぞれに、
中央開口部１６５が形成されており、この開口部は、取付けフランジ１６４が凹部１６２
内に配置されると取付け穴１６０の１つと整合する。好ましくは、図３８でわかるように
、取付けフランジ１６４それぞれを、ビス１６８およびクリートナット１７０により凹部
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１６２それぞれに装着する。
【００７１】
　各ビス１６８は、ミッドソール１５２の底面から取付ける構造になっている。図４４～
４６でわかるように、ビス１６８は基本的に、ネジを切ったシャフトと、シャフトに向け
て先細り表面を具備するヘッドとからなる。一方、図４７～図５０でわかるように、クリ
ートナット１７０は、取付けヘッドプレート１７２と、そこから延出するビス収容部分１
７４とを含む。ビス収容部分１７４には、ビス１６８のシャフトに螺合するように構成さ
れた雌ねじ付き内腔が設けられている。取付けプレート１７２には、締付け工具（図示せ
ず）と係合するように設計された４つの穴または凹部が等間隔で設けられており、これに
より、ビス１６８を回転させると同時にクリートナット１７０を回転させるおよび／また
は保持することができる。クリートナット１７０はまた、以下でさらに詳細に説明するよ
うに、後方係止部分１４８を併用できる設計となっている。いずれの場合も、好ましくは
、ビス１６８とクリートナット１７０との間のネジ接合部分に、ネジ固定用または緩み防
止用化合物を適用する。これにより、組立て後にビス１６８が緩まないようにする。
【００７２】
　図５１～図５３でわかるように、後方係止部分１４８は基本的に、１対の脚部分１８４
と、１対の脚部分１８４間に延在する中間部分１８６とを含む。好ましくは、後方係止部
分１４８を、断面を円形とする１つの金属棒として形成した後、これを所望形状に折り曲
げる。脚部分１８４の自由端部に、好ましくは、ネジを切ることにより、これを１対のク
リートナット１７０内にねじ付けて、脚部分１８４を踵部分１５６の取付け穴１８０内に
固定できるようにする。脚部分は、横方向に空間をおいて位置して、係止プレート８４の
一部を挿入できるように、幅を約４４ .０ｍｍとする長手方向貫通路を形成している。
【００７３】
　脚部分１８４は、中間部分１８６に対して直角に延在しているが、脚部分１８４と中間
部分１８６との間には、湾曲した移行領域がある。各支持突起１８２には、後方係止部分
１４８の断面に対応した形状で、横方向に向いた湾曲面が設けられている。言い換えれば
、各支持突起１８２には、そこから横方向外向きの円形凹状面が設けられている。同様に
、各支持突起１８２には、下向きで、後方係止部分１４８の中間部分１８６の一部に接触
するように構成された別の円形凹状面が設けられている。この構造により、支持突起１８
２は、脚部分１８４および中間部分１８６を、踵部分１５６に対して長手方向に移動しな
いように支持することができる。
【００７４】
　２つのクリートナット１７０を用いて、後方係止部分１４８をミッドソール１５２に連
結する。具体的に言えば、好ましくは、脚部分１８４と、脚部分１８４に螺合させたクリ
ートナット１７０とにネジ固定用または緩み防止用化合物を適用して、後方係止部分１４
８をソール部分１４２に固定連結させる。
【００７５】
　［参考例］
　ここで図５４～５９を参照しながら、参考例によるスノーボードビンディングシステム
２１０について説明する。このスノーボードビンディングシステム２１０は基本的に、ス
ノーボードビンディング２１２とスノーボードブーツ２１４とを含む。スノーボードブー
ツ２１４は、第１実施形態によるスノーボードブーツ１４と同じであるため、スノーボー
ドブーツ２１４についての詳細な説明および／または例示は省略する。しかし、スノーボ
ードビンディング２１２には、変形ベース部材２２２が設けられている。具体的に言えば
、変形ベース部材２２２は、変形前方当接部分２４２と、変形後方当接部分２５２とを含
む。これ以外の点について、スノーボードビンディング２１２は、第１実施形態によるス
ノーボードビンディング１２と同じである。したがって、スノーボードビンディング２１
２は基本的に、変形ベース部材２２２、前方ビンディング部材または機構２２４、後方ビ
ンディング部材または機構２２６、ヒールカップ２２８およびハイバック２３０を含む。
ヒールカップ２２８およびハイバック２３０はそれぞれ、第１実施形態によるヒールカッ
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プ２８およびハイバック３０と同じである。前方および後方ビンディング部材または機構
２２４および２２６も、第１実施形態による前方および後方ビンディング部材または機構
２４および２６と同じであるが、変形前方後方当接部分２４２および２５２が第１実施形
態とは異なるため、別の方法で取付けられている。
【００７６】
　参考例と第１実施形態との類似点を考慮して、参考例についての詳細な説明および／ま
たは例示は省略し、以下では、参考例と第１実施形態との違いについて主に記載する。し
かし、当業者には本開示内容から、以下に説明する点を除き、第１実施形態の構成要素／
部品およびその動作に対する記載および／または例示がこの参考例にも当てはまることが
明白であろう。また、第１実施形態の構成要素／部品およびその動作に類似した参考例の
構成要素／部品およびその動作についての説明も、以下に説明する点を除き、省略する。
言い換えれば、本明細書では、第１実施形態とは構造および機能において異なる、参考例
の構成要素および動作についてのみ詳しく説明する。
【００７７】
　上述したように、変形ベース部材２２２は、変形前方当接部分２４２および変形後方当
接部分２５２を含む。具体的に言えば、ベース部材２２２には、ベースプレート２２１と
は別個の部材である変形前方当接部分２４２および変形後方当接部分２５２が具備されて
いる。基本的に、ベースプレート２２１は、第１実施形態によるベース部材２２と同じで
あるが、第１実施形態による前方当接部分４２および後方当接部分５２が設けられておら
ず、代わりに、以下で説明するように、別個のプラスチック製当接部分２４２および２５
２が形成されている。したがって、ベースプレート２２１には、前方当接部分２４２およ
び後方当接部分２５２をそれぞれ収容するように、変形前方部分２３２および変形後方部
分２３４が具備されている。このベースプレート２２１を、好ましくは、アルミニウムま
たはアルミニウム合金などの金属シート材料にスタンピング、鋳造、機械加工および／ま
たは曲げ加工を施して形成する。ベース部材２２２の他の部分は、本明細書で説明および
例示する点を除き、第１実施形態によるベース部材２２と同じ、または実質的に同じであ
る。
【００７８】
　前方部分２３２は基本的に、上面２３３ａおよび下面２３３ｂを備え、複数（４つ）の
先細り貫通穴２３３ｃを形成した平坦な部材であり、第１実施形態の前方部分３２とは異
なり、凹部やスロットは形成されていない。同様に、後方部分２３４は基本的に、上面２
３５ａおよび下面２３５ｂを備え、複数（４つ）の先細り貫通穴２３５ｃを形成した平坦
な部材であり、第１実施形態の前方部分３４とは異なり、凹部やスロットは形成されてい
ない。前方部分２３２および後方部分２３４は、前方および後方ビンディング部材２２４
および２２６をそれぞれ、前方および後方当接部分２４２および２５２を介して上面２３
３ａおよび下面２３５ａに連結させる設計となっている。
【００７９】
　前方当接部分２４２は、前方凹部２４４、前方スロット２４６、およびベースプレート
２２１の前方部分２３２に前方ビンディング部材２２４を装着させるように構成された複
数（４つ）の階段状貫通穴２４８を含む。前方スロット２４６は、第１実施形態の前方ス
ロット４６と同じ構造である。前方凹部２４４も、第１実施形態の前方凹部４４と同じ構
造であるが、前方凹部２４４は、前方当接部分２４２の下面に形成されている。したがっ
て、前方ビンディング部材２２４は、第１実施形態と同様に、前方凹部２４４および前方
スロット２４６内に取付けられる。この前方ビンディング部材２２４および前方当接部分
２４２を、複数（４本）のボルト２７８ａおよび複数（４つ）のナット２７８ｂを用いて
、ベースプレート２２１の前方部分２３２に連結する。
【００８０】
　後方当接部分２５２は、後方凹部２５４、後方スロット２５６、およびベースプレート
２２１の後方部分２３４に後方ビンディング部材２２６を装着させるように構成された複
数（４つ）の階段状貫通穴２５８を含む。後方スロット２５６は、第１実施形態の後方ス
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ロット５６と同じ構造である。後方凹部２５４も、第１実施形態の後方凹部５４と同じ構
造であるが、後方凹部２５４は、後方当接部分２５２の下面に形成されている。したがっ
て、後方ビンディング部材２２６は、第１実施形態と同様に、後方凹部２５４および後方
スロット２５６内に取付けられる。この後方ビンディング部材２２６および後方当接部分
２５２を、複数（４本）のボルト２７８ａおよび複数（４つ）のナット２７８ｂを用いて
、ベースプレート２２１の後方部分２５２に連結する。
【００８１】
　［第２実施形態］
　次に図６０～６３を参照しながら、本発明の第２実施形態による変形スノーボードビン
ディングシステムの部品について説明する、第２実施形態による変形スノーボードビンデ
ィングシステムは基本的に、変形スノーボードビンディング３１２と変形スノーボードブ
ーツ３１４とを含むものであり、基本的に、第２実施形態は、ビンディング構造が逆向き
である点を除き、第１実施形態と同じである。
【００８２】
　上述した第２実施形態と第１実施形態との類似点を考慮して、第２実施形態についての
詳細な説明および／または例示は省略し、以下では、第２実施形態と第１実施形態との違
いについて主に記載する。しかし、当業者には本開示内容から、以下に説明する点を除き
、第１実施形態の構成要素／部品およびその動作に対する記載および／または例示がこの
第２実施形態にも当てはまることが明白であろう。また、第１実施形態の構成要素／部品
およびその動作に類似した第２実施形態の構成要素／部品およびその動作についての説明
も、以下に説明する点を除き、省略する。言い換えれば、本明細書では、第１実施形態と
は構造および機能において異なる、第２実施形態の構成要素および動作についてのみ詳し
く説明する。
【００８３】
　第２実施形態のスノーボードブーツ３１４は、第１実施形態のスノーボードブーツ１４
と同じであるが、第１実施形態の前方係止部分４６が第２実施形態の後方係止部分３４６
となり、第１実施形態の後方係止部分４８が第２実施形態の前方係止部分３４８となって
いる。言い換えれば、係止部分３４６および３４８が第１実施形態の係止部分４６および
４８と同じであるが、係止部分３４６および３４８は、スノーボードブーツ３１４の反対
の端部に取付けられている。したがって、スノーボードブーツ３１４に、好ましくは、係
止部分３４６および３４８の構造を収容できる変形ソール３４２とアッパー部分（図示せ
ず）とを設ける。具体的に言えば、変形ソール部分に、アウトソール３５０と変形ミッド
ソール３５２とを設け、このミッドソールの具体的構成要素それぞれを逆向きにして、係
止部分３４６および３４８を第１実施形態と同様に連結できるようにする。
【００８４】
　スノーボードビンディング３１２は、本発明による変形ベース部材３２２を含む。具体
的に言えば、変形ベース部材３２２は、変形前方当接部分３４２と変形後方当接部分３５
２とを含む。この他の点について、スノーボードビンディング３１２は、第１実施形態に
よるスノーボードビンディング１２と同じである。したがって、スノーボードビンディン
グ３１２は基本的に、変形ベース部材３２２、前方ビンディング部材または機構３２４お
よび後方ビンディング部材または機構３２６を含み、第１実施形態によるヒールカップ２
８およびハイバック３０と併用できるように設計されている。この第２実施形態において
、前方ビンディング部材または機構３２４は、第１実施形態の後方ビンディング部材また
は機構２６と同じであり、後方ビンディング部材または機構３２６は、第１実施形態の前
方ビンディング部材または機構２４と同じである。
【００８５】
　このビンディング部材３２４および３２６を収容するため、ベース部材３２２に、第１
実施形態の後方部分３４と同じ前方部分３３２と、第１実施形態の前方部分３２と実質的
に同じである後方部分３３４とを設ける。
【００８６】
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　本明細書でいう「実質的に」「約」および「およそ」などの程度を示す用語は、最終結
果が大幅に変化しない程度に、こうした用語に修飾された条件に妥当量の偏差を含むこと
を意味している。こうした程度を示す用語が、その用語で修飾する条件の意味を否定する
ものでない場合には、これらの用語を、修飾された条件に対する少なくとも±５％の偏差
を含むものとして解釈すべきである。
【００８７】
　以上、選択した実施形態のみを用いて本発明を例示してきたが、当業者であれば、添付
した請求の範囲に定める本発明の範囲を逸脱することなく、さまざまな変更および修正を
本明細書に加えられることが明白であろう。さらに、本発明による実施形態に関する上述
は例示のみを目的とするものであって、添付した請求の範囲およびその等価物によって定
められる本発明を制限するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００８８】
【図１】本発明の第１実施形態による、スノーボードビンディングを連結したスノーボー
ドの一部と、そのスノーボードビンディングに連結させようとしているスノーボードブー
ツとを示す部分的分解組立斜視図である。
【図２】図１に例示したスノーボードブーツおよびスノーボードビンディングのミッドソ
ール部分を示す長手方向断面図である。
【図３】図１および図２に例示したスノーボードビンディング用のベース部材を示す平面
図である。
【図４】図１および図２に例示したスノーボードビンディング用の、図３に例示したベー
ス部材を示す側面図である。
【図５】図１および図２に例示したスノーボードビンディング用の、図３および図４に例
示したベース部材を示す長手方向断面図であり、図３の線分５－５を通る断面から見た図
である。
【図６】図１および図２に例示したスノーボードビンディング用の、図３～図５に例示し
たベース部材の前方部分を示す部分底面図である。
【図７】図１および図２に例示したスノーボードビンディング用の、図３～図６に例示し
たベース部材の後方部分を示す部分底面図である。
【図８】図１および図２に例示したスノーボードビンディング用の、図３～図７に例示し
たベース部材の中央リブ内側部分を示す部分断面図であり、図３の線分８－８を通る断面
から見た図である。
【図９】図１および図２に例示したスノーボードビンディング用の、図３～図８に例示し
たベース部材の前方部分を示す部分的横断方向断面図であり、図３の線分９－９を通る断
面から見た図である。
【図１０】図１および図２に例示したスノーボードビンディング用の、図３～図９に例示
したベース部材の後方部分を示す部分的横断方向断面図であり、図３の線分１０－１０を
通る断面から見た図である。
【図１１】ベース部材の前方部分に具備される前方ビンディング部材を示す部分的分解組
立側面図であり、便宜上断面として示している。
【図１２】図１および図２に例示したスノーボードビンディング用の、図１１に例示した
前方ビンディング部材を示す分解組立平面図である。
【図１３】図１１および図１２に例示した前方ビンディング部材を示す第１の側面図であ
る。
【図１４】図１１～図１３に例示した前方ビンディング部材を示す第２の側面図である。
【図１５】ベース部材の後方部分に具備される後方ビンディング部材または機構を示す部
分的分解組立側面図であり、便宜上断面として示している。
【図１６】図１および図２に例示したスノーボードビンディング用の、図１５に例示した
後方ビンディング機構を示す平面図である。
【図１７】図１および図２に例示したスノーボードビンディング用の、図１５および図１
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６に例示した後方ビンディング機構を示す側面図である。
【図１８】スノーボードブーツの後方係止部分またはクリートが後方ビンディング機構に
連結されるところである後方ビンディング機構を示す線図である。
【図１９】スノーボードブーツの後方係止部分またはクリートが後方ビンディング機構の
係止プレートに接触した状態である後方ビンディング機構を示す線図である。
【図２０】後方係止部分またはクリートが第１のクリート係合またはラッチ位置に掛け止
めされた状態である後方ビンディング機構を示す線図である。
【図２１】後方係止部分またはクリートが第２のクリート係合またはラッチ位置に掛け止
めされた状態である後方ビンディング機構を示す線図である。
【図２２】後方係止部分またはクリートが第３のクリート係合またはラッチ位置に掛け止
めされた状態である後方ビンディング機構を示す線図である。
【図２３】ラッチプレートが解放位置に移動しており、係止プレートが第３のクリート係
合またはラッチ位置から移動する前の状態である後方ビンディング機構を示す線図である
。
【図２４】ラッチプレートが解放位置にあり、スノーボードブーツの後方係止部分が解放
される直前の状態である後方ビンディング機構を示す線図である。
【図２５】スノーボードブーツの後方係止部分が後方ビンディング機構から完全に外れた
状態である、解放位置にある後方ビンディング機構を示す線図である。
【図２６】図１および図２に示したスノーボードビンディング用の、図１５～図１７に例
示した後方ビンディング機構に使用する第１の取付け部材を示す側面図である。
【図２７】図１および図２に示したスノーボードビンディング用の、図１５～図１７に例
示した後方ビンディング機構に使用する第２の取付け部材を示す側面図である。
【図２８】図１および図２に示したスノーボードビンディング用の、図１５～図１７に例
示した後方ビンディング機構に使用する保護カバーを示す端面図である。
【図２９】図１および図２に示したスノーボードビンディング用の、図１５～図１７に例
示した後方ビンディング機構に使用する、図２８に例示した保護カバーを示す平面図であ
る。
【図３０】図１および図２に示したスノーボードビンディング用の、図１５～図１７に例
示した後方ビンディング機構に使用する、図２８および図２９に例示した保護カバーを示
す側面図である。
【図３１】図１および図２に示したスノーボードビンディング用の、図１５～図１７に例
示した後方ビンディング機構の係止プレートを示す側面図である。
【図３２】図１および図２に示したスノーボードビンディング用の、図１５～図１７に例
示した後方ビンディング機構のラッチプレートを示す側面図である。
【図３３】図１および図２に示したスノーボードビンディング用の、図１５～図１７に例
示した後方ビンディング機構の解放レバーを示す平面図である。
【図３４】図１および図２に示したスノーボードビンディング用の、図１５～図１７に例
示した後方ビンディング機構に具備する、図３３に例示した解放レバーの係合端部を示す
側面図である。
【図３５】図１および図２に示したスノーボードビンディング用の、図１５～図１７に例
示した後方ビンディング機構に具備する、図３３および図３４に例示した解放レバーの係
合端部を示す軸方向端面図である。
【図３６】図１に例示したスノーボードブーツを示す底部斜視図である。
【図３７】前方および後方係止部分を連結させたミッドソールを示す底面図である。
【図３８】ミッドソールのつま先部分と前方係止部分とを、ミッドソールの一部を便宜上
断面として示す部分正面図である。
【図３９】ミッドソールの踵部分と後方係止部分とを、ミッドソールの一部を便宜上断面
として示す部分背面図である。
【図４０】図３６に例示したスノーボードブーツ用前方係止部分を示す平面図である。
【図４１】図３６に例示したスノーボードブーツ用の、図４０に例示した前方係止部分を
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示す正面図である。
【図４２】図３６に例示したスノーボードブーツ用の、図４０および図４１に例示した前
方係止部分を示す底面図である。
【図４３】図４２の線分４３－４３を通る断面から見た、図４０～図４２に例示した前方
係止部分を示す断面図である。
【図４４】図３６に例示したスノーボードブーツの前方係止部分に用いるビスの１つを示
す軸方向端面図である。
【図４５】前方係止部分を図３６に例示したスノーボードブーツに固定するための、図４
４に例示したビスを示す側面図である。
【図４６】前方係止部分を図３６に例示したスノーボードブーツに装着するための、図４
４および図４５に例示したビスを示す反対側軸方向端面図である。
【図４７】図３６に例示したスノーボードブーツの前方および後方係止部分に用いるクリ
ートナットの１つを示す軸方向端面図である。
【図４８】前方および後方係止部分を図３６に例示したスノーボードブーツに装着するた
めの、図４７に例示したクリートナットを示す側面図である。
【図４９】前方および後方係止部分を図３６に例示したスノーボードブーツに装着するた
めの、図４７および図４８に例示したクリートナットを示す反対側軸方向端面図である。
【図５０】図４９の線分５０－５０を通る断面から見た、図４７～図４９に例示したクリ
ートナットを示す断面図である。
【図５１】図３６に例示したスノーボードブーツ用後方係止部分またはクリートを示す平
面図である。
【図５２】図３６に例示したスノーボードブーツ用の、図５１に例示した後方係止部分を
示す側面図である。
【図５３】図３６に例示したスノーボードブーツ用の、図５１および図５２に例示した後
方係止部分を示す側面図である。
【図５４】参考例による、スノーボードビンディングを連結したスノーボードの一部と、
そのスノーボードビンディングに連結させようとしているスノーボードブーツとを示す部
分的分解組立斜視図である。
【図５５】図１に例示したスノーボードビンディングのベース部材を示す平面図である。
【図５６】図１に例示したスノーボードビンディングの後方当接部分を示す平面図である
。
【図５７】図１に例示したスノーボードビンディングの前方当接部分を示す平面図である
。
【図５８】ベース部材の前方部分を便宜上断面として示す、前方ビンディング部材を示す
部分的分解組立側面図である。
【図５９】ベース部材の後方部分を便宜上断面として示す、後方ビンディング部材を示す
分解組立側面図である。
【図６０】本発明の第２実施形態によるスノーボードビンディングのベース部材を示す平
面図である。
【図６１】ベース部材の後方部分を図６０の線分６１－６１を通る断面から見た断面とし
て示した、本発明の第２実施形態によるスノーボードビンディングの後方ビンディング部
材を示す分解組立側面図である。
【図６２】ベース部材の前方部分を図６０の線分６１－６１を通る断面から見た断面とし
て示した、本発明の第２実施形態による前方ビンディング部材または機構を示す分解組立
側面図である。
【図６３】本発明の第２実施形態による、前方および後方係止部分を連結したスノーボー
ドブーツのミッドソールを示す底面図である。
【符号の説明】
【００８９】
１０，２１０　スノーボードビンディングシステム
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１２，２１２　スノーボードビンディング
１４，２１４　スノーボードブーツ
１６　スノーボード、
１８　調節ディスク
２２　ベース部材
２４，２２４，３２４　前方ビンディング部材
２６，２２６，３２６　後方ビンディング機構
３２　前方部分
３４　後方部分
３６　中央部分
４２　前方当接部分
４２ａ，４２ｂ　前方当接面
４４，２４４　前方凹部
４６，２４６　前方スロット
５２　後方当接部分
５２ａ，５２ｂ　後方当接面
５４，２５４　後方凹部
５６，２５６　後方スロット
６０　中央装着開口部
６２　中央リブ
７０　前方装着プレート
７２　前方ビンディングプレート
７３ａ，７３ｂ　前方ビンディング部分
７４　移動不能型前方爪
９０　後方装着プレート
９０ａ，９０ｂ　装着部分
９２　後方ビンディングプレート
２２１　ベースプレート
２２２，３２２　変形ベース部材
２３２　変形前方部分
２３４　変形後方部分
２４２，３４２　変形前方当接部分
２５２，３５２　変形後方当接部分
３１２　変形スノーボードビンディング
３１４　変形スノーボードブーツ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】
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【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】
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【 図 ３ ２ 】

【 図 ３ ３ 】

【 図 ３ ４ 】

【 図 ３ ５ 】

【 図 ３ ６ 】 【 図 ３ ７ 】
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【 図 ３ ８ 】

【 図 ３ ９ 】

【 図 ４ ０ 】

【 図 ４ １ 】

【 図 ４ ２ 】

【 図 ４ ３ 】

【 図 ４ ４ 】

【 図 ４ ５ 】

【 図 ４ ６ 】

【 図 ４ ７ 】

【 図 ４ ８ 】

【 図 ４ ９ 】
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【 図 ５ ０ 】

【 図 ５ １ 】

【 図 ５ ２ 】

【 図 ５ ３ 】

【 図 ５ ４ 】 【 図 ５ ５ 】
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【 図 ５ ６ 】

【 図 ５ ７ 】

【 図 ５ ８ 】

【 図 ５ ９ 】 【 図 ６ ０ 】
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【 図 ６ １ 】 【 図 ６ ２ 】

【 図 ６ ３ 】
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